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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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国立大学法人 滋賀大学 経済学部 地域連携教育推進室 
（滋賀県彦根市馬場一丁目1番1号）

 

滋賀大学における「People`s Pantry・みんなの食品庫」を 
 

核にした食品ロス削減の啓発と食料配布の取り組み 

2019年 11月に滋賀大学で実施したキャンパス SDGsのイベント「サス

テナウィーク」の取り組みの一つとして開始して以降、滋賀大学彦根キ

ャンパスの地域連携教育推進室内に常設のパントリー「People`s Pantry 

みんなの食品庫」を開設。 

教職員や学生らが家庭に保管している食品で余ったり不要になったも

のを受付し、必要とする学生への配布活動を行っている。 

パントリーの運営は、地域連携教育推進室のスタッフと 2020年に発足

した学生自主活動グループ「滋賀大学サステナビリティ研究会」の学生

らが担っている。 

大学内で行うことで、教職員・学生への食品ロス削減の啓発と必要

な人への配布が効率的に行え、ロス食品が活用されていることが見え

る化できている。 
大学の授業や SDGs をテーマにしたイベントと常に連携して実施す

るとともに、「サステナビリティ研究会」発足以降は、教職員・学生の

連携が活発になっており、今後も食品ロス削減の啓発とロス食品の有

効活用が期待される。

令和 3 年度「滋賀県食品ロス削減優良取組表彰」 受賞者紹介 

 

《受賞者コメント》 

この度は優良取り組みとして選定いただき、ありがとうございます。 

キャンパス SDGs活動として地域連携教育推進室から小さく始めたものが、学生らの自主活動と連携

し、地域に広がる活動になってきました。食品庫を利用する学生の数も増えており、食品ロス削減の

啓発が進むことに加え、コロナ禍であっても、大学に来たら食品が調達できたり、地域連携教育推進

室のスタッフやこの場に集う学生と会話や交流ができたりと、学生にとって心と体の安心が得られる

居場所にもなっています。 

今回の受賞を励みに、地域連携教育推進室や「みんなの食品庫」の役割をより充実したいと考えて

います。さらに、地域との関係においても、大学の地域貢献という枠に留まらず、大学や大学生が地域

社会を構成する一員であることを自覚し、活動に注力したいと思います。 

また、地域の「フードバ

ンクひこね」の活動に教員

や学生らがボランティア

として参加し、運営に協力

するとともに、食品庫で配

布する食材の供給を受け

ている。 

 

となり大学周辺の自治会（各家庭）や農業者から不要になった食材

や規格外野菜の提供を募るなど、地域との関わりも広がってきてお

り、地域への食品ロス削減への効果も期待できる。 

活動を通じて、彦根市

社会福祉協議会とも連

携・協力し、学生が中心 
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.1

株式会社クラスタでは、主にインターネット通販やアパレル、ネット関係での仕事
をして参りました。
新たにCAFÉ0REEDを運営するにあたって、以前より社会的意義のある事をした  
い思いを形にする場にしたいと考え、環境に優しい脱プラスチック製品を使用し
たカフェにいたしました。プラスチックごみが多く出るテイクアウト商品を一切プラ
スチック製品を使用しない事で、プラスチックごみを減らし、利用されたお客様が
プラスチックごみの問題に関心を少しでも持っていただければと考え努力しており
ます。また脱プラスチックはコストがかさむため、しっかりした売上をあげることで
事業として成り立つ事を示したいと考えております。

株式会社 クラスタ
住所：滋賀県草津市下物町1091-161　TEL：077-599-1267　FAX：077-599-1268
HP：https://www.cluster.co.jp　設立：2006年4月
業種：アパレル、イベント用品の通信販売、脱プラカフェREEDの運営

代表取締役   
丸本　篤さん
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滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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プラスチ
ックごみ

を

減らそう
！

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.2

滋賀銀行は、2017年に地方銀行で初めてのSDGｓ宣言を発表し、持続可能な社
会の実現に向けてさまざまな取り組みを行っています。　
ご紹介したほかにも、ビニール袋を廃止したり、通帳ケースにバイオマス素材を導
入したり、順次見直しを行っています。取り組みは「CSRリポート」にも掲載してい
ますのでぜひご覧ください。
URL ： https://www.shigagin.com/csr/report/

株式会社 滋賀銀行
住所：滋賀県大津市浜町１番38号　TEL：077-521-2207　FAX：077-521-2890
HP：https://www.shigagin.com　設立：1933年10月1日　資本金：330億円
業種：普通銀行業務（預金、貸出、内国外国為替、証券、信託、その他付随業務）、
　　  コンサルティング業務

総合企画部　
サステナブル戦略室
サステナブル推進グループ
村田 花穂 さん
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紙製クリアファイル紙製クリアファイル

「CSR リポート」
 ページ
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循環資源の再使用・再生利用等の取組紹介　vol.6

滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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私たちの醸造所は、環境に配慮した様 な々取り組みがなされている滋賀県にあり、
そして彦根市の豊かな自然に囲まれた田舎にあります。製造業はたくさんの廃棄
物を排出してしまいますが、工夫をしながら廃棄物の削減に取り組みたいと思っ
ています。麦芽の袋も何か利活用したいなと考えています。協働できる方がいらっ
しゃいましたらぜひご連絡お待ちしております。

株式会社 彦根麦酒
住所：滋賀県彦根市石寺町1853番地（荒神山醸造所）
HP：https://hikonebrewing.jp/　MAIL：info@hikonebrewing.jp
設立：2019年　業種：発泡酒製造・販売
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



プラスチ
ックごみ

を

減らそう
！

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.3
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びわ湖大津プリンスホテルでは、西武グループのグループビジョンの一つである
「常に、自然環境、地球環境への配慮を忘れません」という宣言に基づき、持続的
な成長に向けて『環境保全』に努め、さまざまな取り組みを進めております。ご紹
介した「プラスチックごみ削減」以外にも、「食品ロス削減のための啓発活動」や
「地域活性化のための活動」など、今後も様 な々環境保全活動に取り組んでまいり
ます。

びわ湖大津プリンスホテル（株式会社プリンスホテル）
住所：滋賀県大津市におの浜4-7-7　TEL：077-521-1111　FAX：077-521-1110
HP：https://www.princehotels.co.jp/otsu/
設立：1956年6月4日（株式会社プリンスホテル）　
資本金：86億円（株式会社プリンスホテル）
業種：ホテル・レジャー施設の運営

事業戦略　マネジャー
滝本 修平 さん
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プラスチ
ックごみ

を

減らそう
！

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.4
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キヤノングループでは、事業活動に伴い発生するプラスチック
など廃棄物の発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再資源
化（リサイクル）を積極的に推進しています。弊社もプリンターや
カートリッジを生産する工場として、さらなる削減活動を推進し、
「プラスチックごみゼロ」の達成に貢献してまいります。

長浜キヤノン株式会社
住所：滋賀県長浜市国友町1280
TEL：0749-64-2111（代）　FAX：0749-65-3743
HP：https://nagahama.canon
設立：1988年9月16日
資本金：8,000万円（キヤノン株式会社100%出資）
業種：プリンター本体などの周辺機器事業
　　  トナーカートリッジ・感光ドラムなどの化成品事業

人事部長
横山  智弘 さん
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滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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社
会
式
株
業
産
和
三

三和産業株式会社は、お客様の最新ニーズにお応えすべく、経験から得たノウハウと豊富なデータを活用し新製品の開発を行
っております。今日、建設資材で使用される製品は、多種多様に変化しています。その変化のスピードに挑戦すべく、当社はコン
クリートに関する技術を結集し、様 な々新素材との適合性を図った製品を市場に提案しています。また、様 な々環境破壊、環境汚
染が問題となる今日、リサイクル製品を筆頭に、人と自然の共生に貢献でき、より安全で快適、より高品質で安価な製品を社会
に提供し、企業として社会的な使命を果たしていく所存であります。皆様の一層のご支援をお願い申し上げます。

三和産業株式会社
住所：滋賀県湖南市菩提寺2071-3　TEL：0748-74-1330　FAX：0748-74-1691
HP：http://www.sanwa-shiga.co.jp/　
業種：コンクリート2次製品製造業

代表取締役　桒名  宏幸 さん
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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当社の水羊羹の容器は、本物の竹のように容器に厚みがあり、見た目にも
喜ばれていたため、変更することは勇気がいることでした。しかし、環境へ
の配慮を優先。また単にプラスチックの使用量を減らすだけではなく、氷の
結晶から着想した日本の古典柄「麻の葉」をモチーフとし、デザインにもこ
だわりました。

株式会社 叶 匠寿庵
住所：滋賀県大津市龍門四丁目2-1
TEL： 077-546-3477　FAX：077-546-3480　HP：https://kanou.com/
設立：昭和33年9月（1958年）  資本金：7980万円
業種：・和菓子の製造・販売

・  　　 茶室、茶事（懐石料理と茶席）
・  　　 一般飲食事業（喫茶・甘味処）

秘書広報課　課長
池田  典子 さん
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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弊社は、滋賀県に工場を構えて31年。全社員の１/４、２００名強（関連企業
含む）の社員が滋賀県で生活しています。滋賀の地域発展のため少しでも
お役に立てればと考えています。我 が々使用しますフッ素樹脂原料はどうし
ても、製造過程で製品として使用できない部分が発生します。その部分も
廃棄して、環境汚染の要因にならないよう、他の用途として利用できる１００
％リサイクルを目指し活動して行きます。

淀川ヒューテック株式会社 滋賀工場
住所：滋賀県甲賀市水口町さつきが丘20
TEL： 0748-62-9900　FAX：0748-62-9594
HP：https://www.yodogawa.co.jp　設立：1964年7月7日  
資本金：5000万円　業種：フッ素樹脂素材・製品の製造販売

滋賀工場　工場長
鈴木  淳久 さん
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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社
会
式
株
材
建
中
田

創業当初から長年、建設事業に注力してきました。経営者の世代交代を機に、2000年か
ら環境保全に取り組み、企業生命を懸けてでも子供たちの未来を守ることを決意し、「環
境で地域一番」を合言葉に努力してきました。2015年に滋賀県低炭素社会づくりの知
事賞、2017年に地球温暖化防止活動環境大臣表彰を拝命する機会を頂き、2018年に
しが低炭素ブランド認定も頂きました。今後も更なる研鑽を怠らず、ＳＤＧｓを見据え今無
い技術を社会に提供できる企業を目指します。

田中建材株式会社
住所：滋賀県高島市今津町今津1677-14　TEL：0740-22-0217　FAX：0740-22-1349
HP：http://tanakakenzai.co.jp　設立：1967年
業種：土木、建築、舗装、解体、リサイクル

代表取締役社長
小島 守さん
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都市の中の森をイメージした
東京青山３丁目のマンション
群の公園

都市の中の森をイメージした
東京青山３丁目のマンション
群の公園

青森県の世界遺産、白神山地にて
マタギの休憩小屋のある施設周辺の木質舗装
青森県の世界遺産、白神山地にて
マタギの休憩小屋のある施設周辺の木質舗装

ジョギングに適した弾力性を評価され採用頂いた
京丹波のクロスカントリーコース
ジョギングに適した弾力性を評価され採用頂いた
京丹波のクロスカントリーコース

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

旭
化
成
住
工
株
式
会
社  

滋
賀
工
場
（
東
近
江
市
）

旭化成住工株式会社 滋賀工場
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エコパレット滋賀は、「日々 変化する社会が求めるものを提供し続けること」
を念頭に置いた経営理念のもと、廃プラスチックのマテリアルリサイクル
を通じて、地球環境の保全とお客様へのサービスの向上を目指し取り組
んでいます。

株式会社 エコパレット滋賀
住所：甲賀市甲南町柑子2002番地24
TEL： 0748-86-1601 FAX：0748-86-1602 HP：http://www.ep-shiga.co.jp/
設立：平成11年　資本金：50,000千円
業種：家庭から排出されるプラスチックごみのリサイクル
　　  プラスチックパレット(リサイクル)の製造販売

取締役工場長
為井  章宏 さん
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し
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‼

プラスチック製容器包装の例プラスチック製容器包装の例

ボトル類ボトル類

プラスチックパレットプラスチックパレット

工場見学を行っている工場見学を行っている

弁当等の空き容器類弁当等の空き容器類 ペットボトルのキャップペットボトルのキャップ

透明なプラ容器類透明なプラ容器類 ネット類・緩衝材類ネット類・緩衝材類

ビニール袋・レジ袋類ビニール袋・レジ袋類

株
式
会
社 

エ
コ
パ
レ
ッ
ト
滋
賀
（
甲
賀
市
）

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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食品ロス削減の取組紹介                    　vol.7
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を
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協
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2022年、琵琶湖ホテルは開業88周年を迎えるにあたり、お客様への
「感謝」と「未来」をテーマとして、地域の皆さまと一緒に持続可能な活
動をより深く追求し、ホテルのおもてなしを通じて滋賀・琵琶湖の未来
を形にしてまいります。

琵琶湖ホテル

(

市
津
大

)

　

ン
ラ
ト
ス
レ
「、
た
ま

年
1
2
0
2、
し
更
変
を
法
方
供
提

7
月
14

り
よ
日

R
E
D
R
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イ
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と
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住所：滋賀県大津市浜町2-40
TEL： 077-524-7111（代表）　FAX：077-524-8318
HP：https://www.keihanhotels-resorts.co.jp/biwakohotel/
開業：1934（昭和9）年10月　業種：ホテル・飲食業

総支配人
前田  義和 さん



プラスチ
ックごみ

を

減らそう
！

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.9
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2022年、琵琶湖ホテルは開業88周年を迎えるにあたり、お客様への「感
謝」と「未来」をテーマとして、地域の皆さまと一緒に持続可能な活動をよ
り深く追求し、ホテルのおもてなしを通じて滋賀・琵琶湖の未来を形にし
てまいります。

琵琶湖ホテル
住所：滋賀県大津市浜町2-40
TEL： 077-524-7111（代表）　FAX：077-524-8318
HP：https://www.keihanhotels-resorts.co.jp/biwakohotel/
開業：1934（昭和9）年10月
業種：ホテル・飲食業

総支配人
前田  義和 さん
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



プラスチ
ックごみ

を

減らそう
！

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.10

場
工
賀
滋

社
会
式
株
成
合
光
三

(

市
江
近
東

)

三光合成は、CO２排出削減をして、光合成を応援しています。プラスチックの
特性を最大限に生かし、 を最重点テーマとして、より環境負荷軽減
を念頭におき、新製品の開発をしており、それらをお客さまに提案して、満足い
ただけるように営業、技術、製造部門一丸となって活動しております。
生産工程では、生産性向上、不良低減を最優先に改善活動を行い、省エネは
もとより、ＣＯ２排出削減に努めております。 

三光合成株式会社  滋賀工場
住所：滋賀県東近江市蛇溝町1554番地
TEL： 0748-22-6100 FAX：0748-24-1160 HP：https://www.sankogosei.co.jp/
設立：1944年9月18日　資本金：4,008百万円
業種：合成樹脂成型品の製造/合成樹脂成型用金型の設計・製造/
　　  工業製品用のデザイン、設計、試作/工業用ロボット、各種機械
　　  器具の自動制御装置の設計・製造

総務課　課長
門脇  立晃 さん
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三光合成は、CO2排出削減をして、光合成を応援しています。 三光合成株式会社

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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食品ロス削減の取組紹介                    　vol.5
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大阪や京都でフレンチを学び、その後障害者の支援機関（就労継
続支援B型）の施設長をしながら滋賀でお店を開く。SDGsに関心
が高く、より良い環境を次世代につなげる取り組みを行っています。

Orpo
住所：滋賀県 栗東市下鈎 1147-6  TEL：077-553-7553
HP：https://r.gnavi.co.jp/naubwpr60000/
設立： 2019年12月1日　業種：レストラン

オーナーシェフ
高橋 雄一さん
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す
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ば
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滋賀には地域のおいしい野菜がたくさんあります。その野菜の多くは地
元や京阪神で消費されますが残念ながらすべてが商品になるわけでは
ないのです。虫食いや破損、穴あきなどがある商品は店頭に並べられる
ことはありませんが、その部分を取り除けば形は悪くても味には問題はあ
りません。むしろ低農薬の旬のものをいただくことで美味しさも十分に感
じられます。そしてそれが食品ロス低減につながれば一石二鳥ですね。

三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

DELI＆café一汁三菜
住所：滋賀県栗東市御園1889  TEL：077-598-6032   
HP：https://www.1juu3sai.com/
設立： 2014年1月    業種：飲食業、お弁当・お惣菜製造業、菓子製造業

オーナー
林　篤徳さん

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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当社は「三方幸せ創造」ということを企業理念としています。販売業者の
安定仕入れ・生産者の安定生産そしてお客様の視点で安心安全な食品
のお届けに加えて、環境にも繋がる食品ロスを防ぐ取組に努めておりま
す。今後は養殖真鯛だけでなく、すべての養殖魚に応用が出来ますので
波及・拡大の可能性は十分にあります。他にも大学の授業で「魚のさばき
方教室」を行なうなど、産学連携にも積極的に協力しております。また滋
賀県の水産物も県内外で販路を拡大し、地域産業の発展にも貢献してま
いります。

株式会社 西村食品
住所：大津市瀬田大江町59-1  TEL：077-543-8384
FAX：077-543-8387　HP：http://nishimura-skn.com/
設立： 昭和61年6月10日    業種：鮮魚・冷凍魚・高級珍味、業務用食材卸売、
食品加工（鮮魚加工品）、 食品ギフト、ゴルフコンペ商品（海鮮品・干物）

代表取締役社長
田中　一男さん

養殖地・宇和島養殖地・宇和島養殖えさ養殖えさ

三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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私たちは「もったいないを笑顔と絆に！」を合言葉に活動しております。
フードバンク活動は「もったいない」「お互い様」「お陰様」精神の大切
さに気づかせてくれます。この気づきの共有が、地域の「笑顔と絆」を
育み、持続可能な地域共生社会実現の原動力になるに違いありませ
ん。その信念を持って、今後フードバンク活動の普及推進により一層
精進してまいります。

一般社団法人 フードバンクびわ湖
住所：（本部）甲賀市水口町北脇557 浄福寺　（事務局）守山市吉身2丁目5-9 Future Lab内
TEL：090-2017-6822　FAX：0748-62-1932
HP：https://peraichi.com/landing_pages/view/foodbankbiwako/
設立： 2008年7月　法人成立2020年10月21日    
業種：食品ロスを引き取り、食料支援を必要とする人や施設・団体に届ける活動を行う

理事長
曽田 俊弘さん

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」「
フ
ー
ド
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ッ
ク
ス
」

一
般
社
団
法
人 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
び
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湖



三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

14

食品ロス削減の取組紹介                       vol.3
(

店
田
瀬
津
大
t
a
e
o
c
e

)

、
た
ま。
す
で
店
お
る
す
売
販
て
に
価
安、
り

で
情
事
な
々
様

3

な
れ
ら
べ
食
に
も
と
ま
食

ス
ロ
品
食
と
援
支
糧
食
の
へ
者
窮
困
活
生
い

で
本
日
り
お
て
い
頂
て
せ
さ
携
連
で
形
な
々

き
引
や
り
取
い
買
の
品
損
破
部
一
や
品
商
た

、
は
で
店
田
瀬
津
大
t
a
e
o
c
e

1

で
31

ン
ト

(

和
令

3
年
6

績
実
月

)

品
食
の
も

。
た
し
ま
し
致
成
達
を
減
削
ス
ロ

　

動
活、
が
す
で
営
運
同
共
と
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ

金
助
補
や
金
付
寄
も
出
捻
の
金
資

(

金
税

)益
収
t
a
e
o
c
e
い
な
ら
頼
切
一
に
ど
な

行
を
動
活
献
貢
会
社
で
形
た
し
結
完
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もともと個人的に「もったいない」との思いから始めた食品ロス削減活動です。
NPO法人日本もったいない食品センターと連携を取り、2020年9月よりecoeat大
津瀬田店をオープン。余って困っている事業者と、足りなくて困っている困窮者を繋
げる橋渡し的な存在となれるような場所（お店）を目指しております。様 な々形で啓
蒙啓発活動を続け、少しでも多くの食品ロス削減に貢献出来ればと思っております。

代表取締役社長
橋本　広宣さん

援
支
糧
食
と
減
削
ス
ロ
品
食

株式会社 ゾーンプラス
(ecoeat大津瀬田店)

住所：滋賀県大津市萱野浦24-65　TEL：077-548-6804　FAX：077-548-6803
設立：2010年8月25日　業種：インターネット上での物販、食品ロス削減に向け
たecoeat店舗展開など

ボランティアの方と従業員ボランティアの方と従業員

株
式
会
社 

ゾ
ー
ン
プ
ラ
ス



三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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NPO法人日本もったいない食品センターと連携を取り、2020年9月よりecoeat大
津瀬田店をオープン。余って困っている事業者と、足りなくて困っている困窮者を繋
げる橋渡し的な存在となれるような場所（お店）を目指しております。様 な々形で啓
蒙啓発活動を続け、少しでも多くの食品ロス削減に貢献出来ればと思っております。

代表取締役社長
橋本　広宣さん
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と
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株式会社 ゾーンプラス
(ecoeat大津瀬田店)

住所：滋賀県大津市萱野浦24-65　TEL：077-548-6804　FAX：077-548-6803
設立：2010年8月25日　業種：インターネット上での物販、食品ロス削減に向け
たecoeat店舗展開など

ボランティアの方と従業員ボランティアの方と従業員
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三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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滋賀県では、県および市町様との地域活性化包括連携協定に基づ
き、様 な々地域連携に参加させていただいております。
環境の取り組みにつきましては、７月１日のびわ湖の日の盛り上げで
長く県と連携させていただき、本年はMLGsの取組みに賛同し「滋賀
県　ＭＬＧｓ　nanaco」という琵琶湖の環境保全活動への寄付金付
き電子マネーカードを発行させていただきました。これからも滋賀県
の店舗、お客様と共に地域の環境を考えた取り組みを進めてまいります。

株式会社 セブン-イレブン・ジャパン
住所：東京都千代田区二番町8番地8  TEL：03-6238-3711(代表)
HP：https://www.sej.co.jp/
設立： 昭和48年11月20日    業種：コンビニエンスストア

総合渉外部　
兵庫・京滋・奈良ゾーン　
行政推進
古賀 麻里子さん

株
式
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社 
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・
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三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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私たちは「もったいないを笑顔と絆に！」を合言葉に活動しております。
フードバンク活動は「もったいない」「お互い様」「お陰様」精神の大切
さに気づかせてくれます。この気づきの共有が、地域の「笑顔と絆」を
育み、持続可能な地域共生社会実現の原動力になるに違いありませ
ん。その信念を持って、今後フードバンク活動の普及推進により一層
精進してまいります。

一般社団法人 フードバンクびわ湖
住所：（本部）甲賀市水口町北脇557 浄福寺　（事務局）守山市吉身2丁目5-9 Future Lab内
TEL：090-2017-6822　FAX：0748-62-1932
HP：https://peraichi.com/landing_pages/view/foodbankbiwako/
設立： 2008年7月　法人成立2020年10月21日    
業種：食品ロスを引き取り、食料支援を必要とする人や施設・団体に届ける活動を行う

理事長
曽田 俊弘さん
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滋賀には地域のおいしい野菜がたくさんあります。その野菜の多くは地
元や京阪神で消費されますが残念ながらすべてが商品になるわけでは
ないのです。虫食いや破損、穴あきなどがある商品は店頭に並べられる
ことはありませんが、その部分を取り除けば形は悪くても味には問題はあ
りません。むしろ低農薬の旬のものをいただくことで美味しさも十分に感
じられます。そしてそれが食品ロス低減につながれば一石二鳥ですね。

三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

DELI＆café一汁三菜
住所：滋賀県栗東市御園1889  TEL：077-598-6032   
HP：https://www.1juu3sai.com/
設立： 2014年1月    業種：飲食業、お弁当・お惣菜製造業、菓子製造業

オーナー
林　篤徳さん

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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丸二果実店は、1912年に創業。大津市長等の菱屋町商店街にある小さ
な果物屋です。果物は「旬」がとても美味しい。お客様に「旬」の果物を
長く食べて頂ける商品を日々 作っています。商品の形にはこだわらず、果
物屋だからできることを考え試行錯誤しフルーツサンドやパフェ、ドライ
フルーツの販売を始めました。フルーツサンドは誰でも１口で食べられる
大きさに。ドライフルーツは果物の素材の味、本来の甘さを知っていた
だけるために砂糖不使用・無添加です。どの商品もお客様目線を大切に
し商品化しています。安心・安全に味わっていただける商品を作り続け
ていきたいです。

有限会社 丸二果実店
住所：滋賀県大津市長等2丁目10-7  TEL：077-526-0444
FAX：077-526-0444　HP：http://maruni-otsu.co.jp/
設立： 1912年    業種：果物・果物ギフト・果物加工品の販売、フルーツパーラー

製造責任者
寺田　みどりさん
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三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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大阪や京都でフレンチを学び、その後障害者の支援機関（就労継
続支援B型）の施設長をしながら滋賀でお店を開く。SDGsに関心
が高く、より良い環境を次世代につなげる取り組みを行っています。

Orpo
住所：滋賀県 栗東市下鈎 1147-6  TEL：077-553-7553
HP：https://r.gnavi.co.jp/naubwpr60000/
設立： 2019年12月1日　業種：レストラン

オーナーシェフ
高橋 雄一さん
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プラスチ
ックごみ

を

減らそう
！

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.9
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2022年、琵琶湖ホテルは開業88周年を迎えるにあたり、お客様への「感
謝」と「未来」をテーマとして、地域の皆さまと一緒に持続可能な活動をよ
り深く追求し、ホテルのおもてなしを通じて滋賀・琵琶湖の未来を形にし
てまいります。

琵琶湖ホテル
住所：滋賀県大津市浜町2-40
TEL： 077-524-7111（代表）　FAX：077-524-8318
HP：https://www.keihanhotels-resorts.co.jp/biwakohotel/
開業：1934（昭和9）年10月
業種：ホテル・飲食業

総支配人
前田  義和 さん
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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滋賀・京都・大阪近郊でおいしい税込118円パンの製造・販売を行なっているPETIT BONHEUR
-プティボヌール-です。当店はフレンドマートをはじめとした大型スーパー内に店舗を構え、地域
密着型の店舗を目指し、日々 営業しております。
滋賀県内ではフレンドマート大津京店に店舗がございます。PETIT BONHEUR-プティボヌー
ル-のパンが食卓にならび、笑顔で溢れることを心から願っております。みなさまのご来店を、心
よりお待ちしております。

W.Sマーケッツ株式会社（プティボヌール）
住所：大津市鏡が浜20-1-207  TEL：050-5894-4335  HP：http://petitbonheur-b.jp/
設立： 平成22年8月　業種：パン製造・販売

代表取締役社長   園田  亙 さん

(
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三方よし!!でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

「三方よし‼でフードエコ・プロジェクト」に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

よっしーくん 

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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2022年、琵琶湖ホテルは開業88周年を迎えるにあたり、お客様への
「感謝」と「未来」をテーマとして、地域の皆さまと一緒に持続可能な活
動をより深く追求し、ホテルのおもてなしを通じて滋賀・琵琶湖の未来
を形にしてまいります。

琵琶湖ホテル

(
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住所：滋賀県大津市浜町2-40
TEL： 077-524-7111（代表）　FAX：077-524-8318
HP：https://www.keihanhotels-resorts.co.jp/biwakohotel/
開業：1934（昭和9）年10月　業種：ホテル・飲食業

総支配人
前田  義和 さん



プラスチ
ックごみ

を

減らそう
！

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.7

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

旭
化
成
住
工
株
式
会
社  

滋
賀
工
場
（
東
近
江
市
）

旭化成住工株式会社 滋賀工場

循環資源の再使用・再生利用等の取組紹介　vol.1

地球で発生したごみ（廃ガラス瓶）は地球で再生（スーパーソルにリサイクル）し、地球の
様 な々所（軽量盛土・屋上緑化・鉢底石・防犯じゃり）で活用するという脱炭素の基本理
念のもとで開発された商品です。
環境に優しいスーパーソルの製造加工により、廃ガラス瓶がリサイクル資材として流通
することが促進され、持続可能な循環型社会の構築が一層進むことを期待しています。

株式会社 アースクリエーション
住所：滋賀県草津市山田町205番地1　TEL：077-567-3223　FAX：077-563-7782
HP：www.ayashiro.co.jp　設立：平成26年12月15日
業種：スーパーソルの製造販売

取締役
横江 理恵さん
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滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

(

市
津
草

)

廃ガラス瓶及びスーパーソル焼成炉廃ガラス瓶及びスーパーソル焼成炉

スーパーソルの特長スーパーソルの特長

廃棄物からの流れ廃棄物からの流れ

21

株
式
会
社 

ア
ー
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



循環資源の再使用・再生利用等の取組紹介　vol.2

滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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社
会
式
株
材
建
中
田

創業当初から長年、建設事業に注力してきました。経営者の世代交代を機に、2000年か
ら環境保全に取り組み、企業生命を懸けてでも子供たちの未来を守ることを決意し、「環
境で地域一番」を合言葉に努力してきました。2015年に滋賀県低炭素社会づくりの知
事賞、2017年に地球温暖化防止活動環境大臣表彰を拝命する機会を頂き、2018年に
しが低炭素ブランド認定も頂きました。今後も更なる研鑽を怠らず、ＳＤＧｓを見据え今無
い技術を社会に提供できる企業を目指します。

田中建材株式会社
住所：滋賀県高島市今津町今津1677-14　TEL：0740-22-0217　FAX：0740-22-1349
HP：http://tanakakenzai.co.jp　設立：1967年
業種：土木、建築、舗装、解体、リサイクル

代表取締役社長
小島 守さん
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都市の中の森をイメージした
東京青山３丁目のマンション
群の公園

都市の中の森をイメージした
東京青山３丁目のマンション
群の公園

青森県の世界遺産、白神山地にて
マタギの休憩小屋のある施設周辺の木質舗装
青森県の世界遺産、白神山地にて
マタギの休憩小屋のある施設周辺の木質舗装

ジョギングに適した弾力性を評価され採用頂いた
京丹波のクロスカントリーコース
ジョギングに適した弾力性を評価され採用頂いた
京丹波のクロスカントリーコース

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



プラスチ
ックごみ

を

減らそう
！

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.5

社
会
式
株

叶

庵
寿
匠

(

市
津
大

)
当社の水羊羹の容器は、本物の竹のように容器に厚みがあり、見た目にも
喜ばれていたため、変更することは勇気がいることでした。しかし、環境へ
の配慮を優先。また単にプラスチックの使用量を減らすだけではなく、氷の
結晶から着想した日本の古典柄「麻の葉」をモチーフとし、デザインにもこ
だわりました。

株式会社 叶 匠寿庵
住所：滋賀県大津市龍門四丁目2-1
TEL： 077-546-3477　FAX：077-546-3480　HP：https://kanou.com/
設立：昭和33年9月（1958年）  資本金：7980万円
業種：・和菓子の製造・販売

・  　　 茶室、茶事（懐石料理と茶席）
・  　　 一般飲食事業（喫茶・甘味処）

秘書広報課　課長
池田  典子 さん
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樹脂量を削減した新容器樹脂量を削減した新容器

従来のプラスチックカップ従来のプラスチックカップ

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

循環資源の再使用・再生利用等の取組紹介　vol.3

滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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店
商
利
砂
﨑
山
社
会
式
株

当社は創業以来一貫して、自然環境破壊に直結しないように最大限の注意を払ってきま
した。創業理念を現実的なものにするために技術研鑽に励み、地域社会への貢献を目
指して、日々 努めております。
また、いち早く最新式中間処理施設・破砕機を導入し、製紙原料等の資源原料や建設資
材に再利用できるよう資源リサイクルにも力を入れています。

株式会社 山﨑砂利商店
住所：滋賀県大津市浜大津4丁目7-6　TEL：077-523-2821　FAX：077-523-2832
HP：http://yamazaki-jari.co.jp/　設立：昭和2年5月1日
業種：砕石・砕砂事業、土木工事事業、産業廃棄物処理事業、土壌浄化再生事業

専務執行役員
奥田  貴光 さん
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



循環資源の再使用・再生利用等の取組紹介　vol.4

滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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社
会
式
株
業
産
和
三

三和産業株式会社は、お客様の最新ニーズにお応えすべく、経験から得たノウハウと豊富なデータを活用し新製品の開発を行
っております。今日、建設資材で使用される製品は、多種多様に変化しています。その変化のスピードに挑戦すべく、当社はコン
クリートに関する技術を結集し、様 な々新素材との適合性を図った製品を市場に提案しています。また、様 な々環境破壊、環境汚
染が問題となる今日、リサイクル製品を筆頭に、人と自然の共生に貢献でき、より安全で快適、より高品質で安価な製品を社会
に提供し、企業として社会的な使命を果たしていく所存であります。皆様の一層のご支援をお願い申し上げます。

三和産業株式会社
住所：滋賀県湖南市菩提寺2071-3　TEL：0748-74-1330　FAX：0748-74-1691
HP：http://www.sanwa-shiga.co.jp/　
業種：コンクリート2次製品製造業

代表取締役　桒名  宏幸 さん
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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プラスチックごみ削減の取組紹介　  vol.3
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びわ湖大津プリンスホテルでは、西武グループのグループビジョンの一つである
「常に、自然環境、地球環境への配慮を忘れません」という宣言に基づき、持続的
な成長に向けて『環境保全』に努め、さまざまな取り組みを進めております。ご紹
介した「プラスチックごみ削減」以外にも、「食品ロス削減のための啓発活動」や
「地域活性化のための活動」など、今後も様 な々環境保全活動に取り組んでまいり
ます。

びわ湖大津プリンスホテル（株式会社プリンスホテル）
住所：滋賀県大津市におの浜4-7-7　TEL：077-521-1111　FAX：077-521-1110
HP：https://www.princehotels.co.jp/otsu/
設立：1956年6月4日（株式会社プリンスホテル）　
資本金：86億円（株式会社プリンスホテル）
業種：ホテル・レジャー施設の運営

事業戦略　マネジャー
滝本 修平 さん
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滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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式
株

私たち水口テクノスの生ゴミ循環エコロジーシステムは、単に生ごみを減量・資源化するだ
けではなく、地域の特性を活かして生ごみを「ごみから資源に、資源から商品にシフトさせる
まちの活性化を目指す一連の循環システム」です。また、環境と経済を両立する持続可能な
社会づくりの世界共通の目標となる SDGsの視点も加えて、今後も様 な々廃棄物リサイクル
システムに取り組んでまいります。

株式会社 水口テクノス
住所：滋賀県甲賀市水口町松尾502-18　TEL：0748-62-1959　FAX：0748-63-1960
HP：http：//www.m-technos.com/
設立：昭和56年3月　業種：廃棄物リサイクル業
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回収プロセス家庭プロセス

循環プロセス 発酵プロセス

ゴミステーション等に設置された生ゴミ
回収専用容器にご家庭のバケツの生ゴ
ミが入れられ、回収業者により空の容器
と交換されます。

弊社リサイクルセンターにて、破砕した
草・剪定枝・種堆肥など混合して、一次
発酵に14日間、二次発酵に40時間かけ
て堆肥化します。

ご家庭へ、「種堆肥」として還元されま
す。また、種堆肥は、みなくちテクノス
ファームでも利用され、美味しいメロン
やトマトや野菜などを栽培しています。

ご家庭では、生ゴミと種堆肥を交互に
バケツに入れます。

営業課主任
藤田　剛 さん

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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酒
麦
根
彦

私たちの醸造所は、環境に配慮した様 な々取り組みがなされている滋賀県にあり、
そして彦根市の豊かな自然に囲まれた田舎にあります。製造業はたくさんの廃棄
物を排出してしまいますが、工夫をしながら廃棄物の削減に取り組みたいと思っ
ています。麦芽の袋も何か利活用したいなと考えています。協働できる方がいらっ
しゃいましたらぜひご連絡お待ちしております。

株式会社 彦根麦酒
住所：滋賀県彦根市石寺町1853番地（荒神山醸造所）
HP：https://hikonebrewing.jp/　MAIL：info@hikonebrewing.jp
設立：2019年　業種：発泡酒製造・販売
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醸造責任者
小島  なぎさ さん

麦芽粕麦芽粕

滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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株式会社クラスタでは、主にインターネット通販やアパレル、ネット関係での仕事
をして参りました。
新たにCAFÉ0REEDを運営するにあたって、以前より社会的意義のある事をした  
い思いを形にする場にしたいと考え、環境に優しい脱プラスチック製品を使用し
たカフェにいたしました。プラスチックごみが多く出るテイクアウト商品を一切プラ
スチック製品を使用しない事で、プラスチックごみを減らし、利用されたお客様が
プラスチックごみの問題に関心を少しでも持っていただければと考え努力しており
ます。また脱プラスチックはコストがかさむため、しっかりした売上をあげることで
事業として成り立つ事を示したいと考えております。

株式会社 クラスタ
住所：滋賀県草津市下物町1091-161　TEL：077-599-1267　FAX：077-599-1268
HP：https://www.cluster.co.jp　設立：2006年4月
業種：アパレル、イベント用品の通信販売、脱プラカフェREEDの運営

代表取締役   
丸本　篤さん
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減らそう
！

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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滋賀県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

খಠवೂ ᇓᎬ၎ （滋賀県彦根市ฦௗྎĨ番དӢ

ǠスǱǵȁȖなೂवのಲଵƭ 

ᇓᎬ၎のȀ|Ǵǻンǚঊ၌⿤「ƷƘたŹなŹ」を「ŷりƁとŻ」に⿤

খಠ会社ᇓᎬ၎は、かねてより൒品の჋৾削減や࿪ፘᄦპなどに

より、ಈ業者として食品ロス削減に取り組んでいる。 

また、食品ロスのኴ༎が大きな社会ኴ༎になっている中、ே内で

Ⴭഞされる食品ロスのዃᄖ数が家庭で発生していることを受け、൯

ᅉ者にもूめて食品ロスについて考えるきっかけをಏっていただ

くために、๺࿷ᇲにおいて、࿷၈での食品ロス削減についての啓ከ

活動を行っている。 

ĨeདࡰƣƴƟƊǈƝ೘ƿຎƵȀ|ǴǴȔǏȁঊ၌ 

2021 年Ĭ月より、地域の社会福祉協議会やボランティアཆ体の

活動場所として、࿷၈スȅースをフードドライȁ活動のために提

供開始。一ᆪ࿷ᇲでは、フードバンクཆ体と覚ിを࿙ଅし、定期的

にフードドライȁ活動を実施している。 

ĩe�౤ƞƷƣർ৩ƤƅƄƴȂȘǣǒǚǳ�Ǉྫྷƍƛƣ౤ƞƷඳ

၎ࢪࢥƹbඳఔǇᅢጅƝƊǁǀሑyƣ౫࣍ 

2021 年ĭ月より、࿷ᇲで発生する食品ロスの削減とಃଳの有効

活用をኬ的として、ᄦპ期଺を૸えたยᇚを滋賀ଡ社会福祉協議

会へቚ月提供。ยᇚの配ຽは、年৖スǜǣȐールをಈ๶にଂめ、安

定した運用ができるよう体ฑをธえている。ᇓᎬ၎グループ৫業

の「খಠ会社ঢ়๷」（Į月⿤）、「খಠ会社Ǔール」（į月⿤）もยᇚ

の৳付を開始。 

Īe೘ࢂ๐Ɲ೘ƿຎƵȀ|ǴǻȞǚঊ၌ 

2021 年Į月より、加୿食品の取ࢂ๐৫業「࠸食品খಠ会社」か

ら、Ⴖႚ期଺をྖえた൒品をᇓᎬ၎ᆾ流ǦンターにಏƖ௔みいた

だき、ቚ月のยᇚと஽わƐて自社ᆾ流ᇬで滋賀ଡ社会福祉協議会

に提供。今後、໢社にも౫࣍の፤が広がることをມ定している。

īeƒƣ໢ƣ೘ຎ 

2020 年İ月より、彦根市内のᇓᎬ၎グループĪ࿷ᇲにフードバンク

Ȉストを設མ。また、2021年ī月より、ᇓᎬ၎቎ᆪ内で余ඖ൒品（サン

プル့৞む）回೭ボックスを常設し、フードドライȁを開始。集まった

൒品は「フードバンクひこね」にቚ月提供。 

令和 3 年度「滋賀県食品ロス削減優良取組表彰」 受賞者紹介 

滋賀ଡೂवᆵ౵੤ਢवֽ֭֔֩־Ө

ඳᆀዻӲଢ଼፿ཨ࣡㕲኎ӴӨ࠸

 

《受賞者コメント》 

この度は、ࢯえある賞をいただき、ありがとうございます。地域の

みなさま、ᇓᎬ၎にご来࿷くださるおਰዻ、ƒしてお取ࢂ๐ዻのご協

力があり、今回の受賞につながったと思います。まだ開始したƥかり

の活動ではありますが、ಃଳをኅ໰にしない取組として、これからも

食品ロスの削減につながるよう、活動を໗けてまいります。また、地

੃規ኟや地域社会のサステナビリティについて、ᇓᎬ၎グループとし

て、ูઇ的に関わることで、地੃ৄ੩や地域のଌஅ、地域のड༎शଂ

につながるようဖめてまいります。 
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国立大学法人 滋賀大学 経済学部 地域連携教育推進室 
（滋賀県彦根市馬場一丁目1番1号）

 

滋賀大学における「People`s Pantry・みんなの食品庫」を 
 

核にした食品ロス削減の啓発と食料配布の取り組み 

2019年 11月に滋賀大学で実施したキャンパス SDGsのイベント「サス

テナウィーク」の取り組みの一つとして開始して以降、滋賀大学彦根キ

ャンパスの地域連携教育推進室内に常設のパントリー「People`s Pantry 

みんなの食品庫」を開設。 

教職員や学生らが家庭に保管している食品で余ったり不要になったも

のを受付し、必要とする学生への配布活動を行っている。 

パントリーの運営は、地域連携教育推進室のスタッフと 2020年に発足

した学生自主活動グループ「滋賀大学サステナビリティ研究会」の学生

らが担っている。 

大学内で行うことで、教職員・学生への食品ロス削減の啓発と必要

な人への配布が効率的に行え、ロス食品が活用されていることが見え

る化できている。 
大学の授業や SDGs をテーマにしたイベントと常に連携して実施す

るとともに、「サステナビリティ研究会」発足以降は、教職員・学生の

連携が活発になっており、今後も食品ロス削減の啓発とロス食品の有

効活用が期待される。

令和 3 年度「滋賀県食品ロス削減優良取組表彰」 受賞者紹介 

 

《受賞者コメント》 

この度は優良取り組みとして選定いただき、ありがとうございます。 

キャンパス SDGs 活動として地域連携教育推進室から小さく始めたものが、学生らの自主活動と連携

し、地域に広がる活動になってきました。食品庫を利用する学生の数も増えており、食品ロス削減の

啓発が進むことに加え、コロナ禍であっても、大学に来たら食品が調達できたり、地域連携教育推進

室のスタッフやこの場に集う学生と会話や交流ができたりと、学生にとって心と体の安心が得られる

居場所にもなっています。 

今回の受賞を励みに、地域連携教育推進室や「みんなの食品庫」の役割をより充実したいと考えて

います。さらに、地域との関係においても、大学の地域貢献という枠に留まらず、大学や大学生が地域

社会を構成する一員であることを自覚し、活動に注力したいと思います。 

また、地域の「フードバ

ンクひこね」の活動に教員

や学生らがボランティア

として参加し、運営に協力

するとともに、食品庫で配

布する食材の供給を受け

ている。 

 

となり大学周辺の自治会（各家庭）や農業者から不要になった食材

や規格外野菜の提供を募るなど、地域との関わりも広がってきてお

り、地域への食品ロス削減への効果も期待できる。 

活動を通じて、彦根市

社会福祉協議会とも連

携・協力し、学生が中心 
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有限会社 丸二果実店 （滋賀県大津市長等二丁目１０－７）

果物の‟旬”を長く、美味しく 

果物はとても美味しい食べ物ですが、その旬はとても短く表面

に傷が付きやすく傷みやすい。そうなると商品の価値がなくなり、

やむを得ず廃棄処分するしかなかった。 

そこで、味や品質など消費者に提供する方法を考え、その果物

の良い部分を活用し、果物を乾燥させたドライȀルーツにすれば

旬の果物を長く美味しく食べて頂けるのではないかと考え、商品

化に取り組む。試行錯誤を重ねながら商品開発され、「果物屋が本

気で作ったドライȀルーツ」として、2010年から販売を開始。 

令和 3 年度「滋賀県食品ロス削減優良取組表彰」 受賞者紹介 

 

《受賞者コメント》 

丸二果実店は、1912年に創業。大津市長等の菱屋町商店街にある

小さな果物屋です。 

果物は「旬」がとても美味しい。お客様に「旬」の果物を長く食べ

て頂ける商品を日々作っています。 

商品の形にはこだわらず、果物屋だからできることを考え試行錯

誤しȀルーツサンドやパȀェ、ドライȀルーツの販売を始めました。 

Ȁルーツサンドは誰でも１口で食べられる大きさに。ドライȀル

ーツは果物の素材の味、本来の甘さを知っていただけるために砂糖

不使用・無添加です。どの商品もお客様目線を大切にし、商品化して

います。安心・安全に味わっていただける商品を作り続けて 

いきたいです。 

例えば、夏限定のス 

イカのドライȀルーツ 

であれば、皮だけでな 

く種まで食べられるな 

ど、ドライȀルーツを商品化できたことで、今まで当たり前に廃

棄していた皮や種も果物の一部として味わうことが可能となっ

た。現在、関西だけでなく、東京・横浜へと取扱店舗も徐々に増

やし、またインターネット販売も手掛けるなど、販路を拡大する

とともに、SNS 等で幅広い年齢層への認知度が高まり、全国各地

から問い合わせが来ている。 

また、2011年に店舗内に喫茶スペースを増設し、「搾りたての

ジュース」や、「日替わりのȀルーツパȀェ」、「看板メニューのȀルーツサンド」といったように、かたちを

変えて販売。より多くの方に知ってもらうために、クッキーの型抜きで星やハートの形にした「型抜きドラ

イȀルーツ」をȀルーツパȀェにトッǿングするなど、様々な工夫をしながら取り組んでいる。その結果、

１年あたりの食品ロス量をこれまでの半分以上削減することに成功している。 
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▲指針の詳細は、滋賀県
ホームページをご覧ください。

▲計画の詳細は、滋賀県
ホームページをご覧ください。

　「売り手よし !」､「買い手よし !」､「環境よし !」の「三方よし」の精神のもと、

県民総参加で 「食品（フード）」の「環境保護への取組（エコ）」を実践。

ごみゼロしが
ホームページ


